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1

第 2 章

区の現状

（１）人口動向

区の人口は、令和２（2020）年６月以降、

これまでの増加傾向から一転して減少傾向

となりましたが、令和４(2022) 年２月か

らは再び増加に転じています。令和５

(2023) 年 10 月で 265,982 人であり、増加

傾向が継続しており、令和 13（2031）年

には 30 万人に達する見通しです。

昼間人口は 97 万人強（令和２年国勢調

査）と全国最多（政令指定都市を除く区市

町村の中で）となっていますが、新しい生

活様式に則した行動変容が進むことで、そ

の影響を受けることが考えられます。

（２）文化資源

区内には、民間施設を中心に、多くの劇

場・ホールや美術館・博物館、日本の近代

化を支えた歴史資源に加え、レコード会社

や放送局など、文化産業に関わる企業も数

多く立地しています。また、文化芸術に関

わる仕事の経験がある区民も多く存在しま

す。こうした文化芸術施設等の文化資源の

多さ、質の高さは、区ならではの特徴です。

①劇場・ホール

劇場・ホールは、主要なもので 31 施設（う

ち６施設が区立、25 施設が民間）あり、

令和９(2027) 年度に区はみなと芸術セン

ター（シアター約 600 席、コモンスペース

約 100 席）を開館する予定です。民間施設

は、小規模なものから 2,000 席と大規模な

もの、また、ライブハウスからクラシック

専用ホール、ミュージカル専用劇場など、

様々な種類の施設があります。

②美術館・博物館等

美術館・博物館等は、45 施設（うち８

施設が国公立、37 施設が民間）あり、国宝・

重要文化財を含む日本美術・東洋美術の優

れたコレクションを持つ施設から、現代

アートやデザインなどの先端的な企画展を

精力的に行っている施設、企業博物館まで、

多種多様です。この 45 施設は、港区ミュー

ジアムネットワークとして組織されていま

す。

③文化財等

国宝に指定されている旧東宮御所をはじ

め、重要文化財となっている建造物が９件

あるなど、江戸期から幕末、明治以降の文

明開化期を中心に、多くの歴史的建造物、

史跡、名勝等が区全域に広く立地していま

す。

港区指定有形文化財である「旧協働会館」

は「港区立伝統文化交流館」として、「旧

公衆衛生院」は「港区立郷土歴史館」とし

て活用しています。
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（３）国際性

区内の大使館数は令和５（2023）年 10

月時点で、全国最多の 81 であり、全国に

ある 157 の大使館（領事館を除く）の半数

以上が区内に立地しています。

令和元（2019）年には約 20,000 人であっ

た区内在住外国人数は、新型コロナウイル

ス感染拡大後、区内在住外国人は約

17,000 人まで減少しましたが、令和５

（2023）年 10 月 1 日現在、区の総人口の

7.9％に当たる 21,080 人で、増加傾向にあ

ります。今後も外国人が増加していくこと

が見込まれています。

また、空の玄関口でもある羽田空港との

直結や、東京港、新幹線などの交通ネット

ワークの要であるとともに、観光やビジネ

スで国内外から訪れる人々を受け入れるホ

テル、旅館の客室数は東京都内で最多を誇

ります。

多くの外資系企業等に勤める外国人や、

都内一のホテル・旅館客室数を有する港区

に多くの外国人観光客が集まる状況を踏ま

えると、区は日常的に多様な国の人と接す

ることのできる国際性に富んだ環境であ

り、成熟した「国際都市」を実現する潜在

力をもつ、日本屈指の都市といえます。

（４）総合支所を中心とした

地域文化の創造と発信

平成 25(2013) 年４月に、文化振興に関

する業務を「総合支所での取扱いを充実さ

せる業務」として位置付け、区民の参画と

協働により、地域に根差した文化芸術活動

を推進してきました。五つの総合支所を中

心とした地域文化の継承・創造・発信によ

り、区内各地で様々な取組が活発に行われ

ています。

（５）みなと芸術センターの整備

みなと芸術センターは、基本構想の段階

から区民が参画し、みなとパーク芝浦の一

部として整備する計画でしたが、平成 23

（2011）年３月に発生した東日本大震災の

影響により、整備を一旦中止しました。

その後、平成 26（2014）年度に「（仮称）

文化芸術ホール整備の考え方」を策定し、

基本理念を定めるとともに、浜松町二丁目

第二用地とその周辺の再開発事業におい

て、整備することとし、令和９（2027）年

度の開館をめざしています。

令和４（2022）年度は、基本理念及び令

和２（2020）年度に策定した重点的な取組

を基盤とした管理運営計画を策定しまし

た。また、「港区立みなと芸術センター条

例（令和５年港区条例第 11 号）」を制定し

ました。条例の制定に伴い、令和５（2023）

年３月 15 日から「（仮称）文化芸術ホール」

を「港区立みなと芸術センター」へ名称変

更しました。

さらに、令和９（2027）年度開館に向け、

区民から愛される施設となるよう、令和４

（2022）年度からプレ事業を開始しました。
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赤坂地区

麻布地区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

劇場・ホール 美術館・博物館等
①ＪＲ東日本四季劇場［春］［秋］
②自由劇場
③ニューピアホール
④ニッショーホール
⑤日仏文化協会汐留ホール
⑥電通四季劇場［海］
❼みなと芸術センター
⑧ＥＸシアター六本木
⑨デザインＫホール
⑩俳優座劇場	俳優座スタジオ
　（2025.04	閉館予定）
⓫麻布区民センター
⑫六本木トリコロールシアター
⑬六本木ヒルズアリーナ
⑭サントリーホール
⑮赤坂ＣＨＡＮＣＥシアター
⑯赤坂レッドシアター
⓱赤坂区民センター
⑱ＴＢＳ赤坂ＡＣＴシアター
⑲草月ホール
⑳ビルボードライブ東京
㉑スパイラルホール
㉒ブルーノート東京
㉓ Future		SEVEN
�高輪区民センター

㉕クラブ eX（エックス）
㉖アクアパークステラボール
㉗白金音楽堂
�男女平等参画センター
　（リーブラ）
�芝浦港南区民センター
㉚品川インターシティホール
㉛ザ・グランドホール
�台場区民センター

①秋山庄太郎写真芸術館
②味の素食の文化センター
　食の文化ライブラリー
③アドミュージアム東京
④NHK	放送博物館
⑤大倉集古館
⑥岡本太郎記念館
❼外務省	外交史料館
⑧菊池寛実記念　智美術館
❾気象庁	気象科学館
⑩北里柴三郎記念館
⑪旧新橋停車場　鉄道歴史展示室
⑫共同通信社　ニュースアート
⑬慶應義塾大学アート・センター
⑭福澤諭吉記念	慶應義塾史展示館
⑮慶應義塾ミュージアム・コモンズ
⓰国立科学博物館附属	自然教育園
⓱国立新美術館
⑱サントリー美術館
⑲赤十字情報プラザ
⑳泉屋博古館東京
㉑泉岳寺　赤穂義士記念館
㉒増上寺宝物展示室
㉓ TEPIA	先端技術館
㉔ 21_21	DESIGN	SIGHT

㉕東京海洋大学マリン
　サイエンスミュージアム
�東京都庭園美術館
�東京都立中央図書館
㉘東京ミッドタウン・
　デザインハブ
㉙TOTO	ギャラリー・間
㉚虎屋　赤坂ギャラリー
㉛ニコンミュージアム
㉜根津美術館
㉝畠山記念館
㉞パナソニック汐留美術館
㉟フジフイルム	スクエア
㊱物流博物館
㊲紅ミュージアム
㊳マクセル	アクアパーク	品川
㊴松岡美術館
�港区立郷土歴史館
�港区立みなと科学館
㊷明治学院歴史資料館
㊸森美術館
㊹ヤマトグループ歴史館
　クロネコヤマトミュージアム
㊺ヨックモックミュージアム

令和５年３月現在
※美術館・博物館は港区ミュージックネットワーク加盟館

（https://www.minato rekishi.com/musenet/museumlist.html）

区内の主な文化芸術施設の分布
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区内の歴史資源（国・都・区指定・登録建造物、史跡、旧跡、名勝、天然記念物）の分布

国の歴史資源
①浅野長矩墓および赤穂義士墓
②大倉集古館陳列館
③大橋茶寮茶室葵／茶室桂／茶室
山吹／茶室守貧庵／茶室／如庵
写／中門／表門／不老門／塀

④荻生徂徠墓
⑤菊池寛実記念智美術館別館
⑥菊池氏茶室（ 居）庭園
⑦旧朝香宮邸（東京都庭園美術館）
⑧旧芝離宮庭園
⑨旧白金御料地
⑩旧新橋停車場跡及び高輪築堤跡
⑪旧台徳院霊廟惣門
⑫旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）
⑬キリスト友会フレンズセンター
⑭慶應義塾図書館／三田演説館
⑮廣度院表門及び練塀
⑯国際文化会館本館
⑰佐藤一斎墓
⑱品川台場（第三・第六）
⑲常行院納骨堂
⑳常照院本堂内陣
㉑心光院表門／心光院本堂
㉒瑞聖寺大雄宝殿
㉓善福寺のイチョウ
㉔増上寺三解脱門
㉕高輪大木戸跡
㉖東京水産大学雲鷹丸
㉗東京タワー
㉘東禅寺
㉙虎ノ門大坂屋砂場店舗

㉚武家屋敷門
㉛堀商店
㉜三菱電機高輪荘
　主屋／蔵／洋館
㉝妙定院　熊野堂／	浄	土蔵
㉞明治学院インブリー館
㉟有章院（徳川家継）霊廟二天門
㊱高輪築堤跡

都の歴史資源
①浅野内匠頭切腹跡
②浅野土佐守邸跡
③安島直円墓
④井部香山墓
⑤巌谷小波宅跡
⑥江川氏調練場跡
⑦大石主税以下切腹跡
⑧大国隆正墓
⑨大久保利通の墓
⑩勝安房邸跡
⑪亀塚
⑫旧赤坂仮皇居御会食所
　（明治記念館本館）
⑬旧細川邸のシイ／大石良雄	外
　十六人忠烈の跡
⑭元和キリシタン遺跡
⑮西郷・勝両氏会見地
⑯最初のアメリカ公使宿館跡
⑰最初のオランダ公使宿館跡
⑱最初のフランス公使宿館跡
⑲佐藤直方墓
⑳芝東照宮のイチョウ

㉑芝丸山古墳
㉒杉田玄白墓
㉓仙石伯耆守邸跡
㉔増上寺経蔵
㉕曽根吉正墓
㉖西久保八幡貝塚
㉗乃木大将生誕之地
㉘英一蝶墓
㉙林鶴梁墓
㉚氷川神社社殿
㉛福沢・近藤両翁学塾跡
㉜水野監物邸跡
㉝毛利甲斐守邸跡

区の歴史資源
❶赤羽接遇所跡
❷愛宕山参道及び男坂・女坂
❸伊澤蘭軒墓
❹大槻玄沢埋葬の地
❺尾崎紅葉生誕の地
❻ガス創業の地
❼勝海舟邸跡
❽看護婦教育所発祥の地
❾旧岩崎邸庭園
❿伝統文化交流館（旧協働会館）
⓫ゆかしの杜	（旧公衆衛生院）
⓬旧乃木邸及び馬小屋
⓭旧畠山一清邸	翠庵・明月軒・
　沙那庵・浄楽亭・毘沙門堂

⓮雑魚場跡
⓯承教寺鐘楼
⓰清正公堂及び山門
⓱泉岳寺中門／山門／浅野長矩及
び赤穂義士墓所門

⓲善福寺本堂
⓳	増上寺旧方丈門（黒門）／増上
寺景光殿（旧広書院）表門／鋳
抜門／水盤舎（元甲府宰相綱重
御霊屋水屋 ) ／大門／増上寺の
カヤ

⓴高縄原古戦場跡
�	高輪プリンスホテル観音堂・鐘
楼・山門

�築地塀（練塀）
�銅鳥居
�永井荷風旧居「偏奇館」跡
�	日本近代初等教育発祥の地
　（小学第一校・源流院跡）
�日本経緯度原点
�氷川神社のイチョウ
�肥前佐賀藩主鍋島家墓所
�一ツ木原古戦場跡
�ヒュースケン墓
�普光観智国師墓
�明治学院	記念館／礼拝堂
�明和の大火死者供養墓

資料／文化庁「国指定文化財等データベース」（令和５年 10 月現在）
東京都「文化財情報データベース」（令和５年 10 月現在）
港区「港区文化財総合目録登録一覧 」（令和５年３月現在） 17
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○…欧州

○…中南米

○…アジア
●…中東
●…アフリカ

●…大洋州
●…北米

①アイスランド大使館
②アフガニスタン・イスラム共和国大使館
③アメリカ合衆国大使館
④アルゼンチン共和国大使館
⑤アルメニア共和国大使館
⑥イタリア大使館
⑦イラン・イスラム共和国大使館
⑧ウクライナ大使館
⑨ウズベキスタン共和国大使館
⑩ウルグアイ東方共和国大使館
⑪エクアドル共和国大使館
⑫エチオピア連邦民主共和国大使館
⑬エリトリア国大使館
⑭エルサルバドル共和国大使館
⑮オーストラリア大使館
⑯オーストリア共和国大使館
⑰オランダ王国大使館
⑱カザフスタン共和国大使館
⑲カタール国大使館
⑳ガーナ共和国大使館
㉑カナダ大使館
㉒カンボジア王国大使館
㉓キプロス共和国大使館
㉔キューバ共和国大使館
㉕ギリシャ大使館
㉖キルギス共和国大使館
㉗グアテマラ共和国大使館

㉘クウェート国大使館
㉙コスタリカ共和国大使館
㉚コソボ共和国大使館
㉛コンゴ民主共和国大使館
㉜サウジアラビア王国大使館
㉝サモア独立国大使館
㉞サンマリノ共和国大使館
㉟ジャマイカ大使館
㊱ジョージア大使館
㊲シリア・アラブ共和国大使館
㊳シンガポール共和国大使館
㊴ジンバブエ共和国大使館
㊵スイス大使館
㊶スウェーデン王国大使館
㊷スペイン王国大使館
㊸スリランカ民主社会主義共和国大使館
㊹スロバキア共和国大使館
㊺スロベニア共和国大使館
㊻セルビア共和国大使館
㊼大韓民国大使館
㊽中華人民共和国大使館
㊾チリ共和国大使館
㊿ドイツ連邦共和国大使館
�トンガ王国大使館
�ナイジェリア連邦共和国大使館
�ナミビア共和国大使館
�ノルウェー王国大使館

�ハイチ共和国大使館
�パキスタン・イスラム共和国大使館
�パナマ共和国大使館
�パラオ共和国大使館
�バーレーン王国大使館
�ハンガリー大使館
�フィジー共和国大使館
�フィリピン共和国大使館
�フィンランド大使館
�ブラジル連邦共和国大使館
�フランス大使館
�ボスニア・ヘルツェゴビナ大使館
�ボツワナ共和国大使館
�ボリビア多民族国大使館
�ポルトガル大使館
�ホンジュラス共和国大使館
�マーシャル諸島共和国大使館
�マダガスカル共和国大使館
�マラウイ共和国大使館
�マルタ共和国大使館
�モルディブ共和国大使館
�モロッコ王国大使館
�ラオス人民民主共和国大使館
�リトアニア共和国大使館
�ルーマニア大使館
�レソト王国大使館
�ロシア連邦大使館

区内の大使館等の分布

令和５年 10 月現在
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2
区内の文化芸術活動の
実態と課題

令和４(2022) 年度に、「港区文化芸術実

態調査」として、区民アンケート及び団体

ヒアリングを実施しました。また、本プラ

ン改定の基礎資料として、「くらしと健康

の調査 -コロナ禍における保健福祉に関す

る調査 -（障害者調査）」、「国際化に関す

る実態調査」より、障害者や外国人の文化

芸術活動の状況を把握しました。

これら調査の結果や本プランの上位計画

である「港区基本計画」改定に向けたみな

とタウンフォーラム【国際化・文化分野】

からの提言を踏まえ、文化芸術に関する区

の実態や課題について、次のとおりまとめ

ました。

区民アンケートによると、過去１年間に

文化芸術を直接鑑賞した人の比率は

75.2％で、国（39.7％）と比べて高い傾向

にあるものの、新型コロナウイルス感染症

の影響を受けて、令和元 (2019) 年度に実

施した前回調査の 86.7％から 11.5 ポイン

ト減少しました。

過去１年間に文化芸術活動をした人の比

率（42.7 ％） も 同 様 に、 前 回 調 査 の

61.8％から 19.1 ポイント減少しました。

一方で、テレビやインターネット媒体に

よる鑑賞比率は、92.2％と国（63.3％）に

比べて高くなっています。

（１）コロナ禍における区民の多様な文化芸術活動

１年間の直接鑑賞率（令和元年度 /令和４年度）

0 20 40 60 80 100

2019

2022

86.7%

75.2 22.5% %

13.3 % 1.0 %

2022
(n=600)

2019
(n=610)

鑑賞した

令和４（2022）年度
（n=600）

令和元（2019）年度
（n=610）

鑑賞しなかった 無回答

2.3 %

１年間の活動率（令和元年度 /令和４年度）

0 20 40 60 80 100

2019

2022

61.8 %

42.7% 54.0%

36.9

3.3

1.3%

%

%

2022
(n=600)

2019
(n=610)

令和４（2022）年度
（n=600）

令和元（2019）年度
（n=610）

活動した 活動しなかった 無回答
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全国との直接鑑賞率の比較

１年間のテレビ、ラジオ、CD・DVD、インターネット配信等の鑑賞率　国との比較

0 10 20 30 40 50 60 70 80

75.2
39.7 %

48.0 %

%

43.2 %
%

21.8 %

%

21.7 %
%

20.5 %

8.2%

%
%

%

%

全体

港区（令和４年度港区文化芸術実態調査）（n=600）

全国（文化庁「文化に関する世論調査報告書」令和５年3月）（n=3,000）

映画

美術

クラシック音楽

ポピュラー音楽

演劇

舞踊

伝統芸能

75.2 %
39.7 %

48.0 %

26.2 %

43.2 %
18.4 %

21.8 %

10.2 %

12.3 %

21.7 %

8.2 %

4.4 %

2.9 %

20.5 %

11.2 %

8.7 %

0 20 40 60 80 100

92.2 %
63.3 %

67.7 %

46.8 %

62.5 %
41.2 %

42.5 %

17.3 %

28.7 %
13.8 %

15.5 %

8.5 %

14.2 %
8.1 %

9.8 %

4.2 %

(n=3,000)

港区（令和４年度港区文化芸術実態調査）（n=600）

全国（文化庁「文化に関する世論調査報告書」令和５年3月）（n=3,000）

全体

映画

ポピュラー音楽

クラシック音楽

美術

舞踊

演劇

伝統芸能
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区民アンケートによると、区民全体の鑑

賞・活動率は高いものの、文化芸術を鑑賞

又は活動しなかった理由として、育児や介

護、健康不安を挙げる区民は、それぞれ

31.1％・18.5％います。また、18.2％の区

民が、区は、年齢・障害の有無、国籍等に

かかわらず多様な区民が文化芸術に参加し

やすい環境整備に力をいれるべきと回答し

ています。（P87 参照）

 （２）鑑賞・活動ができていない区民の存在

１年間に直接鑑賞しなかった理由（令和４年度）

0 10 20 30 40 50 60

51.1 %

24.4 %

18.5 %

10.4 %

10.4 %

8.9 %

7.4 %

3.7 %

2.2 %

2.2 %

4.4 %

1.5 %

1.5 %

18.5 %

(n=600)

新型コロナウイルス感染症の影響により、
公演や展覧会などが中止になった、又は
外出を控えたから

テレビ、ラジオ、ＣＤ・ＤＶＤ、インターネ
ットなどにより鑑賞できる（鑑賞した）から

施設や交通機関などバリアフリーでない
ところが多く、行きにくいから

育児があるから

興味がないから

お金がかかるから

健康面で不安があるから

時間帯や曜日が合わないから

情報が届かないから

近くでやっていないから

家族の介護があるから

一緒に行く仲間がいないから

その他

無回答
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１年間に活動しなかった理由（令和４年度）

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

31.8 %

30.9 %

14.2 %

11.7 %

11.1 %

10.5 %

6.5 %

5.6 %

3.1 %

1.5 %

9.0 %

1.2 %

4.0 %

13.3 %

(n=600)

新型コロナウイルス感染症の影響により、
公演や展覧会などが中止になった、又は
外出を控えたから

施設や交通機関などバリアフリーでない
ところが多く、行きにくいから

一緒に活動を行う仲間がいないから

情報が届かないから

興味がないから

時間帯や曜日が合わないから

お金がかかるから

育児があるから

健康面で不安があるから

活動する場所がないから

近くでやっていないから

家族の介護があるから

その他

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35
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区民アンケートによると、38.3％の区民

が区の文化芸術環境に対して国際性豊かで

あるというイメージを持ち（P86 参照）、

24.8％の区民が区は外国の文化芸術に触れ

る機会の充実に力を入れるべきと回答し

（P87 参照）、国際交流に関する取組に期待

が集まっています。

一方で、区民の国際文化交流への参加意

向が 45.3％であるのに対し、実際に 1 年

間に国際文化交流に参加した区民は 8.3％

と低くなっています。

また、令和４（2022）年度に実施した「港

区国際化に関する実態調査」によると、

42.0％の外国人が、日本人と外国人がとも

に豊かな地域社会をつくり上げるためには

「外国人への偏見・差別をなくすための努

力を行う」ことが必要であると考えていま

す。

団体ヒアリングによると、新型コロナウ

イルス感染拡大を契機に、文化芸術活動団

体が他団体や他ジャンルとの連携や協働の

必要性を感じている一方で、連携先や関わ

り方が分からないという不安や問題を抱え

ている団体が一定数いました。（P98 参照）

連携に当たっては、「場」の提供だけで

はなく、各主体が連携・協働するためのコー

ディネート機能が求められています。

（３）国際文化交流への期待

（４）団体間での連携・協働の必要性と不安

文化芸術に関する活動への参加状況と参加意向（令和４年度）

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

45.3 %

8.3 %

51.5 %

8.2 %

20.3 %

28.0 %

3.5 %

9.8 %

3.2 %

23.5 %

30.0 %

14.5 %

(n=600)

国際文化交流（大使館でのイ
ベント、外国人との文化交流
など）

親子・子ども向けの文化イベ
ント

文化施設や文化芸術団体など
への寄付

文化芸術分野のボランティア
活動

参加していない・どれもした
くない

無回答

参加した 今後参加したい

0 10 20 30 40 50 60
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区民アンケートによると、みなと芸術セ

ンターにおいて、約 59％が国内外の質の

高い作品の鑑賞、36.8％が最先端の技術を

用いた作品の鑑賞を希望し、39.2％が「国

際性」、27.3％が「共生社会」に関わる取

組に期待を寄せています。

また、団体ヒアリングによると、多くの

文化芸術活動団体や文化芸術施設が、みな

と芸術センターでの協働事業（作品作り、

上演等の企画、イベント実施等）に参加の

意向があり、出演者、観客ともに利用しや

すい施設を望んでいます。

さらに、「くらしと健康の調査―コロナ

禍における保健福祉に関する調査―（障害

者調査）」においても、みなと芸術センター

において「障害に配慮した案内・設備の充

実」、「障害に配慮した芸術鑑賞の場」、「入

退室・発声等の自由な芸術鑑賞の場」を望

む回答が多く寄せられています。

障害の有無に関わらず、誰もが親しめる

鑑賞機会の必要性、障害に配慮した案内・

設備の充実や気軽に入りやすい文化芸術鑑

賞の場づくりが求められています。

（５）文化芸術の中核拠点としてのみなと芸術センターへの期待

みなと芸術センターで鑑賞したい公演

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

59.5 %

58.8 %

36.8 %

23.5 %

16.7 %

10.0 %

8.5%

11.7 %

5.5%

2.0%

25.7 %

( VR )

ﾗ

(n=600)

16.7 %

みなと芸術センターが企画・制作したオリジナル作品

×

国内で制作・展開されている質の高い作品

海外で制作・展開されている質の高い作品

最先端の技術を用いた作品、舞台（プロジ
ェクションマッピング、VR作品 など）

文化芸術のジャンルを超えたコラボレーシ
ョン作品（伝統芸能×現代音楽 など）

プロのアーティストと区民が協働で制作し
た作品

前衛的・新しい表現のダンスや演劇、音楽
作品

みなと芸術センターが企画・制作したオリ
ジナル作品

区内で文化芸術活動を行う団体等による作
品

年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず誰も
が鑑賞できる作品（親子向けコンサート、手
話による演劇、英語解説付作品 など）

その他

特にない

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70
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みなと芸術センターで参加又は関与したい事業

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

39.2 %

27.3 %

22.8 %

17.2 %

16.2 %

10.3 %

9.7 %

24.8 %

4.0 %

3.5 %

21.8 %

(n=600)

12.0 %

大使館等と連携した国際交流に関する取組

年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず誰
もが気軽に参加・体験できる機会の提供
（親子で参加できるワークショップ など）

区内の文化芸術施設や団体、地域などが連
携して実施する取組（フェスティバル、ス
タンプラリー、シリーズ企画 など）

文化芸術と、福祉や観光、まちづくりなど
多様な分野が連携した取組（介護予防のた
めの演劇ワークショップ など）

区民の文化芸術への関心と理解を深めるた
めの講座やシンポジウム

次世代を担う子どもたちや文化芸術を作り
上げる専門人材などの育成

みなと芸術センターが企画・制作した作品
の国内外での上演・発信

区内の文化芸術活動を活性化するための支
援（専門的な助言、広報支援 など）

文化芸術に関する調査研究及び情報収集・
発信

その他

無回答

特にない

0 5 10 15 20 25 30 4035 45
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みなと芸術センターで実施してほしい障害者福祉の取組

身体障害者

知的障害者

精神障害者

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

10 

53件

51件

12件

11件

10件

7件

6件

5件

77件

12件

10

１ 障害に配慮した案内・設備の充実

２ 障害者でもできる芸術鑑賞機会

３ 障害者が参加できる催し

４ 交通手段について

５ 割引・優待・優先

６ 使いやすいトイレの設置

７ 障害者による演目・展示

８ 専門スタッフ・ヘルパーの配置

９ 障害者と健常者など利用者同士の交流

10 その他

0 5 10 15 20 25 30

28件

3件

7件

6件

21件

１ 入退室・発声等の自由な芸術鑑賞の場

２ 障害者（関係者）による演目・展示

３ 参加・体験できる催し

４ 障害に配慮した案内・設備の充実

５ その他

0 5 10 15 20 25 30 35 40

34件

11件

8件

6件

5件

4件

28件

１ 障害に配慮した芸術鑑賞の場

２ 障害に配慮した案内・設備の充実

３ 割引・優待・優先

４ 参加・体験できる催し

５ 障害という区別をしてほしくない

６ 障害への理解を深める取組

７ その他
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区民アンケートによると、47.2％の区民

が「インターネット」から文化芸術に関す

る情報を入手しています。ＳＮＳと回答し

た区民は 33％で、前回調査時の 23％に比

べて特に高くなっています。

世代別では、10 代～ 20 歳代、と 30 歳

代は、ＳＮＳの回答が全体より高くなって

おり、40 歳代、50 歳代は「インターネット」

が高くなっています。

一方、70 歳代以上は、「Kiss ポート誌」、

「広報みなと」、「新聞や雑誌」が全体と比

べて回答が高くなっています。

このように、文化芸術に関する情報入手

方法は、インターネットやＳＮＳが高く

なっている一方で、世代によって異なり、

多様な手段による情報発信が必要です。

（６）文化芸術に関する多様な情報入手方法

障害児

難病患者等

0 5 10 15 20 25 30

27件

3件

12件

9件

17件

１ 入退室・発声等の自由な芸術鑑賞の場

２ 参加・体験できる催し

３ 障害に配慮した案内・設備の充実

４ 障害者（関係者）による演目・展示

５ その他

0 5 10 15 20 25 30 35

17件

11件

6件

5件

4件

4件

31件

１ 障害に配慮した案内・設備の充実

２ 障害に配慮した芸術鑑賞の場

３ 参加・体験できる催し

４ 交通手段の整備

５ 障害者（関係者）による演目・展示

６ 割引・優待・優先

７ その他
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文化芸術に関する情報の入手方法

文化芸術に関する情報の入手方法（世代別）

(n=600) 0 10 20 30 40 50

YouTube
YouTube

Instagram Twitter LINE
Facebook

47.2 %

33.0 %

45.6 %

25.8 %

28.2 %

29.0 %

33.4 %

13.5 %

13.3%

7.5%

6.0%

5.7%

23.0 %

30.3 %

29.0 %
18.0 %

16.8%

21.3 %

21.3 %

10.7%
19.3 %

8.0%

6.7%

1.5%

3.6%

8.0%

1.0%

3.3%

インターネット

広報みなと

港区コミュニティ情報誌
キスポート

知人からの口コミ

ポスターや看板、車内広告

テレビやラジオ

新聞や雑誌

チラシ

港区ホームページ

劇場・ホールの会報誌

ダイレクトメール・
メールマガジン

その他

特にない

無回答

SNS（YouTube、
Instagram、Twitter、
LINE、Facebook）

令和４年度 令和元年度

港

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
誌

キ
ス
ポ

ト

報
み
な
と

港

ホ

ム
ペ

ジ

チ
ラ
シ

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ

ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ル

メ

ル
マ
ガ
ジ
ン

劇
場

ホ

ル
の

報
誌

知
人
か
ら
の
口
コ
ミ

新
聞
や

誌

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

ポ
ス
タ

や
看
板
車

告
そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

30.2

13.8

21.5

15.6

9.9

2.2

10〜20歳代

年代別

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

48 6.3 16.7 6.3 4.2 50.0 75.0 4.2 2.1 18.8 4.2 8.3 14.6 0.0 10.4 0.0

3.5 11.6 0.0

4.3 4.3 0.0

0.7 6.7 0.7

0.0 9.4 1.0

0.0 7.0 1.4

0.0 10.9 6.5

86 10.5 20.9 7.0 9.3 53.5 51.2

116 19.0 22.4 10.3 16.4 57.8 38.8

135 23.7 20.0 6.7 14.8 60.0 33.3

96 30.2 30.2 6.3 7.3 50.0 20.8

71 52.1 50.7 8.5 7.0 16.9 9.9

46 45.7 52.2 13.0 6.5 8.7 2.2

4.7 4.7 22.1

4.3 5.2 16.4

6.7 5.9 20.0

7.3 7.3 19.8

4.2 7.0 11.3

6.5 10.9 15.2

1.2 7.0

6.9 12.1

11.9 14.1

18.8 16.7

29.6 19.7

28.3 17.4
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3
国、東京都の
動向

国は、平成 29（2017）年６月に、「文化

芸術振興基本法」を「文化芸術基本法」に

改正し、翌年３月に「第一次文化芸術推進

基本計画（第１期）」を策定しました。

令和５（2023）年３月には、令和５（2023）

年度から令和９（2027）年度を計画期間と

する、「文化芸術推進基本計画（第２期）」

を策定しました。新型コロナウイルス感染

症拡大をはじめ様々な社会状況の変化を踏

まえ、コロナ後の文化芸術活動の推進やデ

ジタル技術の活用、文化芸術を通じた創造

的で多様性のある社会の形成などを重点取

組に掲げています。

平成 30（2018）年６月には、「障害者に

よる文化芸術活動の推進に関する法律（平

成 30 年法律第 47 号）」が施行され、障害

者が文化芸術を鑑賞、創造する機会の拡大

や障害者による芸術上価値の高い作品等の

創造への支援の強化、文化芸術活動を通じ

た交流の促進などが規定されています。

令和５（2023）年３月には、令和５（2023）

年度からの５年間を計画期間とする、「障

害者による文化芸術活動の推進に関する基

本的な計画（第２期）」を策定しました。

令和４（2022）年４月には、「博物館法」

が改正され、制定時からの基本的な使命で

ある資料収集・保管、展示・教育、調査・

研究に加え、「文化芸術基本法」に基づく

ことも定めています。幅広い文化芸術活動

をはじめ、福祉、国際交流、観光などの関

連団体、関係者とつながりながら、地域活

力の向上を図ることを示しています。

東京都は、令和４（2022）年３月に、

2030 年までの９年間の長期計画となる「東

京文化戦略 2030」を策定しました。2040

年代における東京のあるべき姿を描き、東

京都の文化行政の方向性や重点的に取り組

む施策を示しています。誰もが芸術文化に

身近に触れられる環境を整え、人々の幸せ

に寄与する戦略などを掲げ、芸術文化をと

おして新たな価値を発見し、持続可能な仕

組みを作ることで、東京が躍動感や期待感

にあふれ、都市としての国際的な魅力の向

上や成長につなげていくこととしていま

す。

区は、平成 18(2006) 年６月に制定した

「港区文化芸術振興条例」において、年齢

や障害の有無、国籍等にかかわらず誰もが

等しく、文化芸術を鑑賞・参加・創造する

ことができる環境の整備や、区の全ての施

策の実施に当たり文化芸術振興を図る視点

を取り入れることを規定しており、共生社

会の実現に向けた取組や社会領域を超えた

連携の更なる推進に取り組みます。

令和５（2023）年３月に制定した「港区

立みなと芸術センター条例」においても、

「港区文化芸術振興条例」に定める基本理

念を踏まえた文化芸術の拠点施設として、

文化芸術を通じて共生社会の実現を図り、

もって区民福祉の増進に寄与すること、芸

術を通じた地域社会の絆の維持及び強化を

図るとともに、共生社会の実現に資するた

めの事業に関することを行うとしていま

す。



30

4
本プランにおける前期の成果

（令和３（2021）年度～
令和５（2023））年度

本プランの前期（令和３（2021）年度～令和５（2023）年度）では、将来像である「多

様な人と文化が共生し文化芸術を通じて皆の幸せをめざす世界に開かれた『文化の港』」

を実現するため、三つの施策を定め、コロナ禍においても様々な文化芸術振興施策に取

り組んできました。

施　　策 主な成果（令和３（2021）年度～令和５（2023）年度） 課　　題 方向性

誰もが文化芸術を鑑賞・

参加・創造できる機会の

充実

・「六本木アートナイト」にて、前回に引き続き車いすの方や外国人向け

のツアーを開催し、バリアフリーマップの作成や、障害の有無や種別

に関わらず参加できる「インクルーシブ・アート・プログラム」、外国

人向けの「外国語ガイドツアー」を開催。オンラインで楽しめるアー

トのコンテンツとして「六本木アートナイト公式デジタル【RUN TV】」

を開催。

・「みなとシネマフェスタ」にて、親子で鑑賞できる作品や、視覚等に障

害のある人も安心して楽しめるよう、バリアフリー日本語字幕、音声

ガイド付きの作品、感覚が過敏な方に配慮して、音や光の刺激を控え

めにしたセンサリーフレンドリー作品の上映。

・親子連れから高齢の方まで気軽に楽しめる「みんなのクリスマスコン

サート」を開催。

・「ミナコレ」にて、新型コロナウイルス感染症対策として非接触型のデ

ジタルスタンプラリーを導入。

・育児、障害や介護を理由に鑑賞・活動できていな

い区民が一定数存在します。

鑑 賞・ 活 動 で き て い な い 割 合 [ 介 護（ 鑑 賞

66.1％・活動 66.7％）、障害者（鑑賞 30％・活動

55％）育児（鑑賞 19％・活動 11％）]

・子どもの頃から多様な文化芸術にふれあえる環境

の整備が必要です。

・デジタル技術により、時間や場所に捉われること

なく、文化芸術を鑑賞、参加、創造できる環境の

整備が必要です。

・子どもから若者、子育て世代、高齢者まで、あら

ゆる世代の誰もが文化芸術を鑑賞・参加・創造で

きる機会を充実します。

・子どもの頃から身近な場所で様々な文化芸術に触

れ、体験する機会を充実します。

・多様な手法で、時間や場所に捉われることなく文

化芸術を享受できる機会を提供します。

多様な主体間の協働に

よる文化芸術振興

・「港区文化芸術ネットワーク会議」において、「港区文化芸術活動サポー

ト事業助成団体」が登壇し活動実績を報告。

・「港区文化芸術活動サポート事業」審査項目に共生社会の視点を追加の

上、共生社会費を新設。

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた区内団体の文化芸術活動経

費の一部を助成する「港区文化芸術活動継続支援事業」を実施。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、区役所１階ロビー

にて自動演奏機能付きグランドピアノの演奏といけばなの展示を実施。

・新型コロナウイルス感染症拡大を契機に、他団体

や他ジャンルとの連携や協働の必要性を感じる一

方、関わり方に不安を感じる団体も一定数存在し

ます。

・助成金や後援名義の申請方法など、行政手続の支

援を求める声が高まっています。

・団体間連携の成果指標を新設し、多様な主体との

更なる連携を図ります。

・教育関係機関との連携による文化芸術振興を推進

します。

・文化芸術活動団体の自立や継続的な活動支援を行

い、文化芸術活動の担い手の育成を支援します。

文化芸術振興施策の

推進に向けた基盤整備

・（仮称）文化芸術ホールの組織機能に合わせた専門性を有する「文化芸

術ホール参与」を新たに任用。

・（仮称）文化芸術ホールの管理運営計画を策定。

・（仮称）文化芸術ホールの整備に向けたプレ事業を開催。

・港区立みなと芸術センター条例制定。条例制定に伴い、令和５（2023）

年３月 15 日から「（仮称）文化芸術ホール」を「港区立みなと芸術セ

ンター」へ名称変更。

・共生社会の実現に向けた多様性を認め合うことのできるテーマ性・発

信性のある事業の推進。

・みなと芸術センターではどのようなことができる

か、区民の期待が高まっています。

・文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信の

工夫が必要です。

・情報発信のみではなく、コミュニケーションの場

を必要としています。

・みなと芸術センターの整備状況や取組内容を明記

します。

・デジタルを活用した文化芸術事業の発信や、文化

芸術を通じて情報を共有することができるコミュ

ニケーションの充実を図ります。

1

2

3
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施　　策 主な成果（令和３（2021）年度～令和５（2023）年度） 課　　題 方向性

誰もが文化芸術を鑑賞・

参加・創造できる機会の

充実

・「六本木アートナイト」にて、前回に引き続き車いすの方や外国人向け

のツアーを開催し、バリアフリーマップの作成や、障害の有無や種別

に関わらず参加できる「インクルーシブ・アート・プログラム」、外国

人向けの「外国語ガイドツアー」を開催。オンラインで楽しめるアー

トのコンテンツとして「六本木アートナイト公式デジタル【RUN TV】」

を開催。

・「みなとシネマフェスタ」にて、親子で鑑賞できる作品や、視覚等に障

害のある人も安心して楽しめるよう、バリアフリー日本語字幕、音声

ガイド付きの作品、感覚が過敏な方に配慮して、音や光の刺激を控え

めにしたセンサリーフレンドリー作品の上映。

・親子連れから高齢の方まで気軽に楽しめる「みんなのクリスマスコン

サート」を開催。

・「ミナコレ」にて、新型コロナウイルス感染症対策として非接触型のデ

ジタルスタンプラリーを導入。

・育児、障害や介護を理由に鑑賞・活動できていな

い区民が一定数存在します。

鑑 賞・ 活 動 で き て い な い 割 合 [ 介 護（ 鑑 賞

66.1％・活動 66.7％）、障害者（鑑賞 30％・活動

55％）育児（鑑賞 19％・活動 11％）]

・子どもの頃から多様な文化芸術にふれあえる環境

の整備が必要です。

・デジタル技術により、時間や場所に捉われること

なく、文化芸術を鑑賞、参加、創造できる環境の

整備が必要です。

・子どもから若者、子育て世代、高齢者まで、あら

ゆる世代の誰もが文化芸術を鑑賞・参加・創造で

きる機会を充実します。

・子どもの頃から身近な場所で様々な文化芸術に触

れ、体験する機会を充実します。

・多様な手法で、時間や場所に捉われることなく文

化芸術を享受できる機会を提供します。

多様な主体間の協働に

よる文化芸術振興

・「港区文化芸術ネットワーク会議」において、「港区文化芸術活動サポー

ト事業助成団体」が登壇し活動実績を報告。

・「港区文化芸術活動サポート事業」審査項目に共生社会の視点を追加の

上、共生社会費を新設。

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた区内団体の文化芸術活動経

費の一部を助成する「港区文化芸術活動継続支援事業」を実施。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、区役所１階ロビー

にて自動演奏機能付きグランドピアノの演奏といけばなの展示を実施。

・新型コロナウイルス感染症拡大を契機に、他団体

や他ジャンルとの連携や協働の必要性を感じる一

方、関わり方に不安を感じる団体も一定数存在し

ます。

・助成金や後援名義の申請方法など、行政手続の支

援を求める声が高まっています。

・団体間連携の成果指標を新設し、多様な主体との

更なる連携を図ります。

・教育関係機関との連携による文化芸術振興を推進

します。

・文化芸術活動団体の自立や継続的な活動支援を行

い、文化芸術活動の担い手の育成を支援します。

文化芸術振興施策の

推進に向けた基盤整備

・（仮称）文化芸術ホールの組織機能に合わせた専門性を有する「文化芸

術ホール参与」を新たに任用。

・（仮称）文化芸術ホールの管理運営計画を策定。

・（仮称）文化芸術ホールの整備に向けたプレ事業を開催。

・港区立みなと芸術センター条例制定。条例制定に伴い、令和５（2023）

年３月 15 日から「（仮称）文化芸術ホール」を「港区立みなと芸術セ

ンター」へ名称変更。

・共生社会の実現に向けた多様性を認め合うことのできるテーマ性・発

信性のある事業の推進。

・みなと芸術センターではどのようなことができる

か、区民の期待が高まっています。

・文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信の

工夫が必要です。

・情報発信のみではなく、コミュニケーションの場

を必要としています。

・みなと芸術センターの整備状況や取組内容を明記

します。

・デジタルを活用した文化芸術事業の発信や、文化

芸術を通じて情報を共有することができるコミュ

ニケーションの充実を図ります。
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